
価値創造プロセス

当社グループは企業理念「生命を慈しむ心を貫き、人々の健康に貢献する社会的使命を遂行します。」のもと、長期ビジョン、

マテリアリティ（重要課題）、及び中期経営計画を軸に事業活動を展開しています。多様な医療ニーズに応える価値の高い 

新薬を継続的に提供する新医薬品事業を中核に据え、健康関連事業を複合的に展開することで、企業の成長と社会的課題

の解決に取り組むとともに、その成果を全てのステークホルダーと共有することにより、価値の創造に努めます。この価値創

造のプロセスを継続することで、持続可能な社会の実現及び企業価値の向上を目指していきます。

外部環境

社会環境

•  少子化・高齢化の進展

•  地政学的リスクの高
まり

•  サステナビリティ関
連課題に対する企業
への取り組み要請

•  働き方改革の推進

医療環境

•  医療財政逼迫に伴う
医療費・薬剤費抑制
策の推進

•  個別化医療、スペシャ
リティ領域の進展

•  治療に加え、診断・予
防に対するニーズの
高まり

•  医療現場への情報提
供のあり方の変化

•  医療におけるDXの
進展

医薬品環境

•  創薬の高度化・難易
度上昇 

•  創薬モダリティの多
様化・複雑化 

•  製薬企業への信頼性
確保の要望の高まり

•  医薬品の安定供給に
対する需要の高まり

インプット
（2023年度）

長期ビジョン 「Vision 110」（2023年度～2032年度）

マテリアリティ

企業理念 キョーリンは生命を慈しむ心を貫き、人々の       健康に貢献する社会的使命を遂行します。 アウトカム

価値創造の循環

アウトプット
（マテリアリティ

KPI：2025年度まで）

人的資本
•  エンゲージメントサーベイ
   「働きがい」スコア：4.5以上
• 人事制度の適切な運用・改善
•  女性管理職比率：10%以上
•  男性育休取得率：50%以上
•  障がい者雇用比率： 

法定雇用率以上
•  健康診断受診率・ストレスチェック
受検率：100%

知的資本
•  臨床開発マイルストン：パイプラ
インの相移行

製造資本
•  高岡工場の稼働
•  欠品発生数：0件
•  製品回収件数：0件

社会・関係資本
•  導入件数：累計6件以上
•  重大なコンプライアンス違反件
数：0件

•  コーポレートガバナンス・コード
への適切な対応

•  投資家との高質なエンゲージメ
ント

自然資本
•  CO2排出量削減率：対2015年度
比20%以上

財務資本
•  売上高年平均成長率：2%以上
•  研究開発費控除前営業利益率：

16%以上
•  新薬比率：50%以上
•  主要製品の売上合計：560億円

ステークホルダー
との価値共有

持続可能な
社会の実現

ステークホルダー 
からの信頼獲得

企業価値の向上

事業戦略 成果目標

1. 医療ニーズに応える価値の高い新薬の創出力強化
2. 導入による開発パイプラインの拡充
3. 新薬比率の最大化
4. 新医薬品事業と相乗効果のある健康関連事業の推進
5. 持続可能な企業基盤の構築

 新モダリティ創薬・開発の経験値、研究開発パイプラインの不足  企業基盤強化の必要性（人的資本の充実、コスト適正化）

  営業資源集中による特定領域での高いプレゼンス（呼吸器
科・耳鼻科・泌尿器科）

  グループ内の4工場の特徴を活かした、多様なニーズに対
応できる生産体制

 数値目標（連結ベース）
　　売上高年平均成長率
　　研究開発費控除前営業利益率 
　　（営業利益＋研究開発費）
 資本政策と株主還元

中期経営計画 「Vision 110 –Stage1–」（2023年度～2025年度）

弱み

  技術・ノウハウを発展的に活かせる領域、医療ニーズの高い領域に創薬研
究領域を絞り、効果的に資源を活用

  これまでの研究開発の経験により蓄積された特定領域における開発力（知
識、ノウハウ、人脈・ネットワーク）

強み

事業活動

  営業資源集中による特定領域での高いプレゼンス（呼吸器
科・耳鼻科・泌尿器科）

  グループ内の4工場の特徴を活かした、多様なニーズに対
応できる生産体制

製品・サービスバリューチェーン

創薬 開発 生産 営業

導入

信頼性保証

  新医薬品
  後発医薬品
  研究用機器／一般医療機器、 
体外診断用医薬品

  環境衛生製品

「価値創造」マテリアリティ 「価値創造を支える基盤」マテリアリティ P.38

人的資本
成長の原動力となる 
社員、働きやすい制度
•  連結従業員数： 

2,042人
•  人材マネジメントシス
テムの運用

•  従業員一人当たりの 
教育研修費：6.2万円

•  エンゲージメントサー
ベイ「働きがい」スコア：
4.5

知的資本
新薬を創出する技術、 
ノウハウ、組織体制
•  研究開発費対売上比
率：6.7%

•  研究開発拠点：2施設
•  低分子／核酸創薬

製造資本
高品質な製品の安定供
給を実現する生産体制
•  グループ工場：4施設

社会・関係資本
多様なパートナーシッ
プ、信頼関係
•  主なパートナリング企業：

10か国／地域、28社
•  株主総会：1回／年
•  本決算・2Q決算説明会：

2回／年
•  四半期決算説明会： 

2回／年
•  IR面談数：27回

自然資本
環境マネジメントシステ
ムのもと活用する資源
•  エネルギー使用量： 

527,808GJ
•  水使用量：219千㎥
•  CO2排出量
（Scope1+Scope2）： 
25,005トン

財務資本
強固な財務基盤
•  純資産：1,307億円
•  総資産：1,776億円

創業110周年に向けたビジョンP.18

P.18

P.22

P.14

P.16
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